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－男妾韓国参画社会実椀は向けで

都留高男糞韓国参画掩護委員
『職場の中のジェンダーに気づく』
～「女性の雇用状況調査」（平成12年度実施）から〔No2〕～

2001年2月、「女性の雇用状況調査」が行われました。調査を依頼した105事業所の内57事業所より回答がありまし

た（回答率：54．3％）。先月号に引き続き、皆さまに調査の一部をお知らせします。今回は、その中から「女性従業員

を対象に現在実施している制度と今後実施したい制度」について見ることにしました。（現在実施している制度につ

いては下図参照）

（1）現在実施している制度
「‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾「

；　間器諾詫；需諸芸誓課諜誓駕－こ現在実施しているものについて・　；

職務・職域の拡大

宿泊を伴う国内出張

深夜の残業や深夜勤務

育児・介護休業制度
フレックスタイム制度

お茶くみの廃止

制服の廃止

仕事と家庭の両立支援のための短時間勤務制度

採用の際の年令制限の廃止

育児・介護休業中の収入補てん
勤務などのアルバイト、派遣社員への転換

正社員としての再雇用制度

無回答

1．晴児・介護休業制度』⇒49．1％

女性の就業継続のためにも、育児・介，獲休業は不可欠なも

のですが、男性が育児・介一雄休業を取ることはむずかしい現

状です。

男は仕事、女は家庭・育児・介，纏という固定的性別役割分

担をなくしたいものです。

2．『お茶くみの廃止』⇒38．6％

お茶くみやコピーなどの雑用は、女性だけの仕事になって

いる事業所がまだまだ多いようです、また、反面、女性の中

にはお茶くみで仕事がサボれるという考え方の人もいるよう

です／「女性には重要な仕事をまかせられない」と思われてい

るのは、その点にもあるのではないでしょうか（、

（2）今後実施したい制度

事業所で今後実施したい制度は1、”記の衣のようになってい

ます。（回答項目のil立　上位4位までを抜粋）

順位 �実施したい制度 �比率（％） 

1 �峨砺・職域の肱大 �22．8 

2 �仕事と家庭の両立文接のための勅時 �15．8 
開勤碗剛史 

3 �深夜の残業や深夜勤栃 �14．0 

4（同率） �フレックスタイム制度 �8．8 

4（同率） �I吊I黒としてのilfi砧l碑1度 �8．8 

5　　　H．14．4．1

12，3％ 

7．0％ �0 

8．8％ 

5．30 � 

一言26．3％ �i 

∴24，6％ 

3．5％ 0．0％ 

15・p％　　　、 

3．『職務・職域の拡大』⇒35．1％

講座・セミナーを開催し、女性のエンハワーメントを促進

し、女性リーダーとなる人材を脊成したり、女性の意見や考

え方を政策、方針決定へ反映させることを事業I和ま考えつつ

あるようです。、

4．酌土手と家庭の両立支援のための短時間勤務制劃⇒26．3％

事業所では家事・脊児・介機に対しての理解が示されるよ

うになってきましたが、11本のお父さんが育姐こあてている

平均時間はlIIたったの17分です、）少子化時代にI伸すて、男性

の脊兄参加が必要となります。

！【男女共同参画に関する用語】 －．〃＝－　　　　I“－ ●ジ工ンダ－とは・ 

社会的・文化〇時こっくりあげられた「性署」をジェンダー（GENDE 

R）といいます「男は仕事」「女は家庭」「男は男らしく、女は女らしく」 

など、人々の，轟蹄）中に娘づいた後天的な「砕米」のことです 

●エンパワーメントとは・・・ 

力をつけること／，個人的生活について自分で決定していく能力はも 

ちろん、経済力、社会的な意思決定の場での発言力、政策決定への参 

画などさまざまな自己決定能力を身につけること 

●フレックスタイム制度とは・・ 

lIiの仕事の流れ、個人の業擬I／帝討二あわせてフレキシブル（柔軟に） 

に勤筋l剛間宮選べるシステムのことです　時間に追われて毎日を過ご 

すのではなく、自分白身で自発I軌二時I硝印i！ができますi 

●ガラスの天井・ 

企業や組織において、女性の昇進を阻む敬川で帖こ見えない幣があ 

る実態をいう言葉。このガラスの天井をなくすためには、経営者や男 

性管理職が「女性の能力を活用できないのはマイナス」であることに気 

づくことや女性自身も囚なる壁（高位ある地位につきたからないなど） 

を打ち破ることが必要である 


